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家
庭
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特
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年
以
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万
円
以
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罰
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例
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野
焼

」

・
町
等
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設
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要

廃
棄
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焼
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災
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予
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却

・

他
日
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生
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通
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軽
微
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昨
年
十
一
月、

収
集
運
搬
作
業
中
、

出

出
火

事
故

発
生

。

中
身

残

缶

出

、

出
火

爆
発

恐

非
常

危
険

。

事
故
以
外

、

缶
等

穴

開

出

多

見
受

。

作
業

安
全
確
保

、

火

元

原
因

十
分
注
意

出

。

・

等

→

使

切

・

缶、

缶

→

抜

穴

開

那
珂
川
町
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、

旧
町
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次
第、

入

替
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、

当

分

間

旧
町
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使
用

願

。

迷
惑
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協
力

願

。

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係
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ご
み
の

き

は

さ
れ
て
い
ま
す

ゴ
ミ
か
ら

「

野
焼

」

禁
止

出
火
！

野
焼

禁
止
違
反

罰
則（

法

条

）

出
火

爆
発

危
険
性

き

の

の
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が
あ
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も
の
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旧
町

袋

使

の
ご
み

が

え
ま
す

世代越 心 願 四島返還え に うは （ 月 日 北方領土 日）2 7 は の

毎年 月 日 北方領土 日 。 月 日 、 年日魯通好条約 調印 日 。 条約 、

両国 国境 択捉島 島 間 定 。

北方領土 、北海道本島 北東洋上 連 択捉島、国後島、色丹島及 歯舞群島 四島 指 。

戦後、日本 一貫 四島 返還 （旧 連） 対 、要求 続 、両国 国交

回復 年 経過 、 返還 実現 。

北方領土問題 、日 間 最大 懸案 。両国 真 関係改善 、北方四島 帰属 問題 解決

平和条約 締結 、両国間 真 相互理解 基 安定 関係 確立 必要 。

国民一人 、 問題 正 認識 理解 深 、返還運動 盛 上

重要 。

北方領土 一日 早 返還実現 、県民 皆 協力 願 。

、平成 年 月 日（日） 宇都宮市 、北方領土返還要求運動栃木県民大会 北方領土返還要

求栃木県民会議 主催 開催 。
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は の です は が された です この において

の を とウルップ との とすることが められました

とは の に なる び の を します

は してこれらの の をロシア ソ に し し けてきましたが の が

してから が しているにもかかわらず その はいまだに していません

は ロ の の です の の のためには の の を して

を し に の に づく した を する があります

そのためには ひとりが この への しい と を め をさらに り げていくこと

が です

の も い のため の さまのご をお いいたします

なお には において が

の により されます

えとろふ くなしり しこたん はぼまい

※
那
珂
川
町

、

旧
馬

頭
町
・
旧
小
川
町

袋

使
用

可
能

。

問

合

で
はの

ご
み

の

が

で
す

い

わ
せ
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広
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月
号
寄
贈
欄

○
福
祉
基
金

一
万
円

鈴
木
建

設
㈱
様（

馬
頭）

○
福
祉
基
金

一
万
円

鈴
木
建

設
㈱
様（

富
山）

詫

訂
正

。

なかがわ

な
か
が
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を

へ

に
お

び
し
て

い
た
し
ま
す

18 10

12

１

日本 生活での

5 1 1

2

カ に は に ました を し けてパトリッ

ク スミス の の という を み ほど の い を しました

これらが にとって について した てでした

との を し の と の の について しずつ したこと

をこの に せてみたいと います

の で を み に しなければ その について うことはほとんど

と うようになりました どんなに く んだとしても で をして を

けて を しなければ そして を したものとしてまとめられるはずがありません

や に るとき いだ の しい き お の い やお の ち ましいあいさつの や

トイレの い などの かい も わりました このことはまだまだ けられますが が べたいのは のこと

です

の を するための くの かりがその に んでいます しかし の は からほど く

の み きが ず を うにはやってみるしか はありません しかし そのやり さえ からなければ

どうすればいいでしょうか それは ることです が を うために すると じように りの を し

ぶことです された がお をしたら もお をしました が よろしくお いします と も う

ので も よろしくお いします をたくさん いました の が を いで の べ をしたら も を いで じ

ように べました に を べた が を てたら も を てました された にとって なことだっ

たかもしれませんが いずれにしても は りの の な に の を いました えてくれた は す

るように ましてくれたので うことが になりとても かりました

では の の でつまずくことは なくなりました それぞれの の な が えてきました

の を する の を び どこまでが なのかと えてきて の えが わりました はこの

の に んできていて に の を り けることが ると います が し け れ

てくれる で ができるようになり りの たちの が できるようになりました

にはまだまだ うことはたくさんありますが これからの き を すために まずは れたところから ま

で んできた を り って ました

月前 私 日本 来 。来日前、 年間日本語 学習 、 週間掛

・ 著作 「日本 再解釈」 本 読 、 日 箸 使 方 練習 。

私 日本 勉強 全 。

日本人 交流 通 日本 文化 社会 中 人間関係 少 理解

記事 載 思 。

異文化 中 生活 営 、共 参加 、 文化 習

不可能 思 。 長 学 、日本 生活 時間

掛 文化 体験 、「美」「味」「音」 「感」 首尾一貫 。

住宅 建物 入 脱 靴 礼儀正 置 方、 箸 使 方 茶碗 持 方、好 仕方 自己紹

介、和式 使 方 細 点 教 。 続 、私 述 次

。

外国社会 文化 理解 数多 手掛 言語 潜 。 、私 日本語 流暢 遠 、

日本語 読 書 出来 、文化 習 方法 。 、 方 分 、

？ 真似 。生徒 英語 習 真似 同 、周 人々 真似

学 。紹介 相手 辞儀 、私 辞儀 。相手 「 願 」 何度 言

私 「 願 」 言 。前 人 靴 脱 一定 並 方 私 靴 脱 同

並 。一緒 麺類 食 人 音 立 、私 音 立 。真似 人 少々妙

、 、私 周 方々 様々 行動 細心 注意 払 。教 人 真似

励 、見習 簡単 助 。

最近 、日本文化 義理社会 難関 少 。 関係 微妙 姿 見 。

日本 生活 律 作法 習慣 学 、 形式 見 私 考 変 。現在、私 作法

習慣 馴染 、気楽 日本人社会 人間関係 通 抜 出来 思 。日本人 理解 受 入

方法 自己表現 、周 人 表現 理解 。

私 習 、 行 先 見通 、 一歩離 、今

歩 道 振 返 見 。

りゅうちょう

ま ね

な じ

（ ー ）ロ レルのイングリッシュカフェ

日常会話（上級・初級 ー ） 英会
話教室 。 歳以上（町内住所者、
勤務者） 誰 参加 気
軽 参加 。受講料 無料
。申 込 、住所、氏名、年齢、電

話番号、希望 ー 記載 那珂川町
生涯学習課生涯学習係（

） 小川公民館（
） 連絡 。

コ ス の
です
なら でも できますので

に してください は で
す し みは

コ スを して

または
まで のこと
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What?

When?

Where?

（ ？）

（ ？）

（ ？）

なにを

いつ

どこで

A time and place to practice English
conversation,while having fun.

From 7:00pm to 8:30pm
pm 7:00 pm8:30

Monday, January 16
1 16 ( ) 3

The first ogawa public hall training
room

（英会話 楽 過 ）

（ ）

「 月 日 月 月 」
※基本的 隔週月曜日 。（詳細 参加
者 決定 。）

（小川公民館 第 研修室 。）

で しいひとときを ごしましょう

から まで

から まで
に です は

が してからになります

です1
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学
校

○
教
育
文
化
基
金

○
焼

器
二
台
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へ
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へ

へ
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言
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外
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友
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台
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